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第1章： 本事業の背景と活動計画
（実施計画書より）
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実施計画書 目次
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1.1： 本事業の実施について ※実施計画書より
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1.1： 本事業の実施について ※実施計画書より
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1.1： 本事業の実施について ※実施計画書より
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1.2： 取組実績について ※実施計画書より
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1.2： 取組実績について ※実施計画書より
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1.3： 本事業の実施体制 ※実施計画書より
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1.4： 本事業の事業計画 ※実施計画書より



第2章： 本年度（調査・分析事業）の活動内容と成果・課題
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2.1： 活動実績
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■活動期間： ‘２２/10/25にキックオフし活動開始、’23/3/17までの約5カ月間で予定通り活動を終了
■データ取得期間： ‘22/12/6にIoT重量センサを設置、’23/3/5まで約3か月間の排出重量データを蓄積・分析

活動スケジュール（実績）
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2.1： 活動実績

2022年度 （令和4年度）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
03- 10- 17- 24- 31- 07- 14- 21- 28- 05- 12- 19- 26- 02- 09- 16- 23- 30- 06- 13- 20- 27- 06- 13- 20- 27-

フェーズ 調査・分析事業フェーズ

マイル
ストーン

主要イベント 東京都HPで公表：20▼ ▼25：キックオフ ▼6：Smartmat
設置完了

▼１９：分別ルール
現場説明会

ダイキン
草加事業所：20▼

▼１３：試作設計
レビュー

報告書提出：17▼

定例ミーティング
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

現地定期フォロー
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

タスク ①建設現場の廃プラスチックの
現状の実態把握

②デジタルを活用した
情報取得・可視化と
実装に向けて課題の整理

③取得した廃棄情報の
分析・シミュレーション

④マテリアルリサイクル化
に向けた検討

●共通

プラスチック廃棄量・分別状況調査

▼6/30：提案書提出

活動報告書作成

デジタルプラットフォーム利用準備

IoT重量センサー 利用準備

プラ廃棄における課題整理・解決策検討 ※現地定期フォローで集約し対策検討

分析 （測定実績の集計・加工・分類）

シミュレーション （年間廃棄量の予測など）

マテリアルリサイクルの可否判断 （1次診断（目視））

マテリアルリサイクルの効果試算

マテリアルリサイクルのスキーム構築

空調機器の型式・出荷量分布の調査

リターナブル梱包材の試作設計 リターナブル梱包材の試作品製作

※データ取得は継続実施中プラスチック廃棄量測定・可視化トライアル ※3か月間でデータ分析実施

Now

▼27：
リターナブル
梱包材
試作品納入

高砂熱学工業 ダイキン工業 ヴェオリア・ジャパン digglue 岐阜プラスチック工業

対象型式の選定



計8回の定例ミーティングと、計１２回の現地定期フォローを中心に、以下のような活動を推進した

マイルストーン
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2.1： 活動実績

マイルストーン 実施内容 参加・実施企業

主要イベント 2022/10/25 キックオフミーティング ●顔合わせ、活動計画・アクションの確認など 高砂熱学工業、ダイキン工業、ヴェオリア・ジャパン、digglue

2022/12/6 Smartmat 設置 ●分別ボックス毎にIoT重量センサ設置の設定 高砂熱学工業、digglue、スマートショッピング

2022/12/19 廃プラ分別ルール現場説明会 ●T-Baseの作業員へ、廃プラ分別の目的と新しい分別ルールを説明 高砂熱学工業、digglue

2023/1/20 ダイキン草加事業所現地視察 ●リターナブル梱包材に求められる物流現場の要件を現地定期フォロー 高砂熱学工業、ダイキン工業、digglue、岐阜プラスチック工業

２０２３/2/13 リターナブル梱包材試作設計レビュー ●リターナブル梱包材の試作設計結果を詳細確認、製作方向性を決定 高砂熱学工業、digglue、岐阜プラスチック工業

2023/3/17 報告書提出 ●調査・分析事業の一連の活動について、報告書を作成・提出 高砂熱学工業、ダイキン工業、digglue

定例
ミーティング

2022/11/11 定例ミーティング#1 ●活動スケジュール・進捗確認
●各活動の状況共有・レビュー
●課題・懸案事項の確認、解決策検討
●追加アクションの明確化 など

高砂熱学工業、ダイキン工業、ヴェオリア・ジャパン、digglue

2022/11/25 定例ミーティング#2

2022/12/15 定例ミーティング#3

2023/1/12 定例ミーティング#4

2023/2/7 定例ミーティング#5

2023/2/20 定例ミーティング#6

2023/3/6 定例ミーティング#7

2023/3/14 定例ミーティング#8

現地
定期フォロー

2022/12/15 現地定期フォロー#1 ●T-Baseにおける廃プラの分別状況の確認
●現場における課題の確認・集約（分別違い・材質確認ほか）

高砂熱学工業、ヴェオリア・ジャパン、digglue

2022/12/19 現地定期フォロー#2

2022/12/26 現地定期フォロー#3

2023/1/12 現地定期フォロー#4

2023/1/16 現地定期フォロー#5

2023/1/23 現地定期フォロー#6

2023/1/30 現地定期フォロー#7

2023/2/6 現地定期フォロー#8

2023/2/13 現地定期フォロー#9

2023/2/20 現地定期フォロー#10

2023/2/27 現地定期フォロー#11

2023/3/6 現地定期フォロー#12



おおむね当初計画通りのゴールを達成。 マテリアルリサイクルに向けた排プラ収集・分析・回収運用構築が継続課題

タスク・ゴール
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2.1： 活動実績

活動分類 ゴール （今年度の終了時の状態） タスク （活動項目） 進捗

①建設現場の廃プラの
現状の実態把握
➔2.2で詳細説明

■T-Baseにおける廃プラスチックの
分別区分・廃プラ種類・材質が
現物ベースで明確になっている状態

➔済

プラスチック廃棄量・
分別状況調査

廃プラスチックの分別状況把握 済 -

廃プラスチックの種類・材質の把握 済 -

②デジタルを活用した
情報取得・可視化と
実装に向けて課題の整理
➔2.3で詳細説明

■T-Baseにおけるプラスチックの排出量が
分別区分ごとにデジタルで情報取得・
可視化されている状態

➔済

■廃プラ分別・可視化における課題の抽出と
解決策の仮説立案が出来ている状態

➔済

デジタルプラットフォーム
利用準備

デジタルプラットフォーム利用準備 済 -

IoT重量センサー
利用準備

Smartmatの調達手配 済 -

Smartmatの設置・セットアップ 済 -

プラスチック廃棄量
測定・可視化トライアル

排出重量の測定 済 -

分別運用に向けた施策徹底 済 -

プラ廃棄における
課題整理・解決策検討

分別・可視化における課題を集約 済 -

③取得した廃棄情報の
分析・シミュレーション
➔2.4で詳細説明

■デジタルに可視化した情報より、
廃プラ種類ごとの年間廃棄量が
概算予測できている状態

➔済

分析 測定実績の集計・加工・分類 済 -

シミュレーション 年間廃棄量の予測 済 -

④マテリアルリサイクル化
に向けた検討
➔2.5で詳細説明

■廃棄されているプラスチックの
マテリアルリサイクル可否と
その効果試算ができている状態

➔仕掛（効果試算が仕掛）

■リターナブル梱包材の試作品を
製作する準備ができている状態

➔済（試作品の製作まで進捗）

マテリアルリサイクルの
可否判断

1次診断（目視） 済 -

最終診断（リサイクラ確認） 未 リサイクラによる厳密な可否判断は未

マテリアルリサイクルの
効果試算

CO2排出量・コストの削減効果試算 仕掛 コスト削減、CO2排出削減量とも
概算レベル。段階的に精度を上げていく。

マテリアルリサイクルの
スキーム構築

プロセス・担当企業の明確化 仕掛 候補企業を選定済も、決定には至らず

マテリアルリサイクル
に向けた試作設計

空調機器の型式・出荷量分布の調査 済 -

対象とする型式（品番）の選定 済 -

リターナブル梱包材の試作設計 済 -

リターナブル梱包材の試作製造手配 済 -

再生材の収集 仕掛 T-Baseからは、梱包材製作に
十分なプラスチックは集まっておらず



2.2： 建設現場の廃プラの実態把握
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■8つの分別ボックス、うち3箇所を廃プラ類に使用。 発泡スチロール（PS）以外は、複数の材質が混在。
■分別ボックスのサイズはフレコンバッグ大、内側に吊り下げる構造。

廃プラスチックの分別 【現状】
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2.2： 建設現場の廃プラの実態把握

① Cardboard： 段ボール
② Cardboard： 段ボール
③ Paper： 紙類
④ Plastic： プラスチック全般 【混在】

⑤ Styroform： 発泡スチロール 【単一】

⑥ Glassfiber： ガラスファイバー
⑦ Vinyl： ビニール類 【混在】

⑧ Steel Aluminium： 鉄・アルミ
8つの分別ボックス。

④Plastic ⑦Vinyl の分別ボックスの内部。 複数の材質が混在している状況。



■現状捨てられている廃プラスチックの現物をサンプリング、計18種類。
■材質や異物の有無等を調査。現状はすべて廃棄されているが、分別による再資源化の可否を検討した。

廃プラスチックの種類 ※活動開始時（２０２２年10月）に調査
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2.2： 建設現場の廃プラの実態把握

№種類 異物
処理方法
（現状）

排出物分類

現状 今後

1 PPバンド -
サーマル
リサイクル

Plastic PP

2 インシュロック
(結束バンド)

-
サーマル
リサイクル

Plastic PP

3 ビニル袋 あり
（シール）

サーマル
リサイクル

Vinyl PE
※シール要除去

4 プラケース - 焼却 Plastic PP

5
プラスチック
キャップ

-
サーマル
リサイクル

Plastic PP

6
プラスチック
バンド

-
サーマル
リサイクル

Plastic PET

7
プラスチック
梱包材

- 焼却 Plastic PP

8
プラスチック
段ボール

-
サーマル
リサイクル

Plastic PP

9 プラスチック網 -
サーマル
リサイクル

Plastic PP

№ 種類 異物
廃棄/有価
（現状）

排出物分類

現状 今後

10
ポリスチレン
フォーム保温材

あり
（表皮）

焼却 Plastic 廃プラ
※再資源化不可

11 塩ビ樹脂配管 - 焼却 Plastic PVC

12
緩衝材
(プチプチ)

-
サーマル
リサイクル

Vinyl PE

13 梱包用セロハン あり
（糊）

サーマル
リサイクル

Vinyl 廃プラ
※再資源化不可

14 梱包用ラップ -
サーマル
リサイクル

Vinyl PE

15 発泡スチロール - 焼却 Styrofoam PS

16 養生テープ あり
（糊）

サーマル
リサイクル

Plastic 廃プラ
※再資源化不可

１７ カラーコーン - 焼却 分類外 PP

１８ カラーバー あり
（ネジ）

焼却 分類外 PP
※ネジ要除去

※緑は廃棄



■マテリアルリサイクル可能なように廃プラの分別を6分類に。排出量の多そうな材質に大きなボックスを割当。
■ボックスごとにIoT重量センサ（Smartmat）を設置し、材質ごとに排出重量を測定可能な仕組みを構築。

廃プラスチックの分別 【今後】
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2.2： 建設現場の廃プラの実態把握

PP PS PE

PVC その他
（廃棄）

PET

①②Cardboard ③Paper ⑥Glassfiber ⑦Steel/
Alminium

廃プラ（6分類） その他の排出物（4分類）Smartmatで重量測定
（A3サイズ 各BOX1～2枚を設置）

●Smartmat Cloud上で重量を自動で可視化
●閾値を超えたら通知

廃プラ（16種類※）
※カラーコーンとバーは、
別の場所に集約・保管
（サイズが大きいため）



2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理
2.4： 取得した廃棄情報の分析・シミュレーション
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■調査・分析事業では、分別区分（＝樹脂種類）ごとのデータ取得・可視化ができる状態を目指す （STEP1～STEP2）

■実証以降では、通知による回収効率化や、トレサビ情報取得による再生プラ価値担保などのデータ利活用を目指す

デジタル活用の仕組み （全体像）
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

■調査・分析事業（令和4年度）のゴール
●T-Baseにおける廃プラスチックの廃棄量が、分別区分ごとにデジタルで情報取得・可視化されている状態
●廃プラ分別・可視化における課題の抽出と解決策の仮説立案が出来ている状態



■各分別ボックスにIoT重量センサ（Smartmat）を設置。重量を正確に測定できるようにセッティングを工夫した。
■2022/12/6（火）より測定開始、順調に測定を行うことができた。

デジタル活用の仕組みの準備
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

●廃棄ボックス（大）：
Smartmat（A3サイズ）を2枚置いた上に板を敷き、
その上にフレコンバッグを置くことで、均等に荷重がかかるようにした。

●廃棄ボックス（小）：
設置スペースの都合上、
小さなボックスを用意し
Smartmat（A3サイズ）を
1枚置いた。



■T-Baseの現場作業員を集め、廃プラ分別の目的と分別ルールを説明、合意を戴く。（2022/12/19（月））
■どの分別ボックスに何を捨てるか、実物の写真を貼付し、より具体的にわかりやすくした。

分別徹底に向けた施策 【現場説明会】
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理



■新しい分別ルールの遵守状況を、週1回程度の現地確認でチェック。計12回実施。
■分別違いの補正、新たに発生したプラは樹脂種類を特定・ルールに追加、などを実施。課題リストとしても集約。

分別徹底に向けた施策 【定期フォロー】
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

Before After

分別違いを除去し、
正しい分類へ移動

（その他廃プラ）

新しく発生したプラは、つど分類を特定しルールに追加

（その他廃プラ） （PP）



PE
（ビニール袋、ラップ類）

PET

PS
（発泡スチロール）

PVC
（塩ビ管）

その他
（養生テープ、複数素材が混在）

PP
（通常のプラスチック類）

分類不明
（一旦PPに入れてください）

■分別ボックスの脇に、以下のような写真付きの樹脂種類分別ルールの表を掲示。
■実際に運用しながら、新たに発生したプラについてはつど材質を特定して表を更新。当初18種類➔現在36種類

分別徹底に向けた施策 【分別ルール】

2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理
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実装に向けた課題 （サマリ）
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

■定期フォローを行いながら、分別における課題を拾い続けて集約、計66件。うち５６件（84.8%） は解決。
■課題の事象は分別違いが41件（62.1％）、次に材質不明（25.8%）。



実装に向けた残課題 （10項目）
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2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

①分別違い ➔引き続き運用徹底。特にテープ類の除去を。 ②材質不明 ➔樹脂種類判別センサの導入も検討。
③測定精度 ➔集計方法の改善などで対応。 ④分別ボックスサイズ不足 ➔サイズアップで解決。

№ 日付 排出物分類 事象分類 事象 詳細・補足説明 対策

17 2022/12/19 PET
④分別ボックス
サイズ不足

ゴミ箱のキャパシティに課題あり ボックス大を購入で解決見込み

20 2022/12/19 全般 ②材質不明 ダンプラの分類が不明 おそらくPP リサイクラ（ヴェオリア）に確認

21 2022/12/19 全般 その他 業者（他社）への分類の周知方法が不明 一旦凡例をボックスに貼付し、経過観察 業者への分別運用説明・徹底

23 2022/12/26 PP ①分別違い 黄色い発泡した素材が混在 分別ルールの更新・運用徹底

33 2022/12/26 全般 ②材質不明 ゴムの分類が不明 リサイクラ（ヴェオリア）に確認

34 2022/12/26
その他
廃プラ

④分別ボックス
サイズ不足

ゴミ箱のキャパシティに課題あり ボックス大を購入で解決見込み

36 2022/1/11 PVC ③測定精度
1/11(水)～2/16(木)にかけて
PVCが不自然に増減している

スマートマットの誤計測と考えられる 経過観察

54 2023/2/13 PE ①分別違い テープが大量に混在

梱包用の袋がテープできつく巻かれて排出されている。
巻かずに排出することは可能か。
➡対策はしていないが、これ以降この課題は確認されず。

テープの分別運用を改めて周知

60 2023/2/20 全般 ②材質不明 ゴム板の材質が不明 リサイクラ（ヴェオリア）に確認

61 2023/2/20 全般 ③測定精度 排出量グラフの誤計測があり
排出量の集計方法を要修正
旧）前日比の増加分を累計
※誤計測や分別違いもカウントしてしまう

新）回収日（smartmat cloudの
グラフの山の部分）の重量を加算



■IoT重量センサで重量測定された情報は、クラウドにデータ蓄積・集計される。
■遠隔からでも分別ボックス（＝樹脂種類）ごとの重量を把握可能に。

デジタル活用の仕組み： IoT重量センサ （Smartmat Cloud）

29

2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

廃棄量（g）排出物種類

推移のグラフを
閲覧可能

（CSVエクスポートも可）



■IoT重量センサで樹脂種類ごとに測定・集計したデータを、一括集約して可視化
■排出重量・CO2排出量（削減量）・処理費用（収益）・リサイクル率など、さまざまな可視化を自動で行える

デジタル活用の仕組み： デジタルプラットフォーム （MateRe） ※digglue独自開発のシステム

30

2.3： デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

※30円



■IoT重量センサ（Smartmat）を用いて、樹脂種類ごとの排出重量データを3か月分取得できた。 現在も継続蓄積中。
■5つの材質で計313.8kgを蓄積。PEが最多で２０４.9kg（62.5%）、次いでPS（20.2%）。➔約1.25t/年の排出予測

プラスチックの排出重量 【実績】 （T-Base®、2022/12/6（火）～2023/3/5（日））

31

2.4： 取得した廃棄情報の分析・シミュレーション

（kg）

※PSの排出の一部で、
排出日が不明で別保管していたものがあったため、
測定期間の日数で按分して重量を追加した。



2.5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

32



建設現場への納入後に大量廃棄されている、空調設備機器の梱包材をターゲットとした

マテリアルリサイクルを実施する対象品の選定

33

2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

納入前
（梱包の荷姿）

■厳重な梱包
●物流におけるダメージ防止
（段ボールで表面保護、ビニールで養生）

●強度の確保
（特に室外機は重いため、木材を使用）

■開梱後はすべて産廃処分
①木枠 ※釘は分別しきれておらず

②段ボール
③ビニール

空調設備機器（室外機）

納入後
（分別・廃棄状況）

分別ボックス（T-Base）



梱包材をマテリアルリサイクルで製作、かつ繰り返し利用することでリユースも可能に

目指す姿

34

2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

■ポイント
✓ 現行の木枠の梱包材を、再生プラスチック枠（リターナブルスキッド）に置き換え
✓ 最終的には、建設現場より排出されたプラスチックを原料としてスキッドを製造
✓ 納品後はリターナブルスキッドをメーカーへ返送、次の梱包材として再利用



調査・分析事業の以前の取り組み（試作#0）から、今回の取り組み（試作#1・#2）までを説明する

取り組みの経緯
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

木材 現行品 #0仕様 試作#1案 試作#2案

形状

100%木材 100%再生材料を使用 軽量化・視認性改善 再生材料比率向上

調査・分析事業以前の取り組み
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

再生樹脂材料ボルト・ナットにて
製品と固定

調査・分析事業以前の取り組み （～2022年3月）

■取り組み内容
●対象拠点： 高砂熱学工業のT-Baseを対象に、“リターナブル梱包”のトライアルを実施。
●案件： 再利用可能な梱包材の仕様確立、梱包材回収ルート構築を目指し実物件への製品納入を実施（2022年3月）

●材料： 強度アップも目的に樹脂で作成。廃棄されるだけの木枠梱包を再生利用可能にするため。
●樹脂種類： 環境を配慮し100%再生材を採用。材質はリサイクル市場で多く流通しているPPを採用。
●対象機器： まずは車上開梱などで回収ハードルが低いVRV室外機を対象に、受注生産対応でトライアル。

■トライアル結果
●試作設計： 木製材料を再利用可能な梱包材に置き換えたリターナブル梱包の設計→生産→納品を実施できた。
●回収： 納品現場からダイキン工業へ返却する回収スキームの案を一つ確立し、トライアルを実施できた

■試作（設計・生産）： 再利用可能な梱包材（リターナブルスキッド）の設計→生産→納品までを実施できた
■運用（回収）： 納品現場からダイキン工業へ返却する回収スキーム案を一つ確立、トライアルを実施できた

リターナブルスキッド （#0仕様）

試作仕様 #0



量産ライン対応に向け以下のような課題が抽出でき、更なる改良が必要な状況であった

調査・分析事業以前の取り組み （～2022年3月）
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

●生産面における課題

①自動搬送設備の稼働
生産ラインのコンベアを稼働させるための
反射型光電センサーが検知できず。（黒色の再生材料を使用したため）

●運用面における課題

④耐久性
リターナブルスキッドとして再利用可能な使用回数の限度見極めが必要

⑤検証範囲の拡大
生産から返却まで個別物件での対応は出来たが、今後の量産対応としての製品の保管～出荷の課題抽出が必要

●生産面における課題

②スキッド重量
現行スキッド重量が最大8.9kgに対し、試作した樹脂スキッドは18.7kg。
生産ラインの作業者への負荷として、連続作業は難しい重量となっていた。

③視認性
スキッドの色が黒いと、倉庫内での視認性が悪く
フォークリフト荷扱いが難しい。

試作仕様 #0



調査・分析事業における取り組み （2023年10月～）： 対象範囲選定
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

■試作対象機の選定基準 ●ダイキン工業として梱包材を用いて出荷している機器は大きく室外機
と室内機に分類される。

●前述の高砂熱学工業T-Baseを対象とした“リターナブル梱包”の
トライアルを実施した経験を活用すべく、まずは室外機にターゲットを
絞った。

● ダイキン工業製ビル用マルチの室外機は種別・能力により製品寸法が
左表の通り７種類に分類される。

● 2021年度のダイキン工業からの高砂熱学工業への同機種の出荷実績
を拾い出し、ケーシング種毎の出荷台数を調査した結果、①、②、④の
ケーシングの出荷が全体の７５％強であることを把握した。

● まずは出荷量の多い上記３ケーシングの天板保護材、並びにスキッドを
対象に廃プラを利用した繰り返し利用可能な梱包材を試作することと
した。

試作仕様 #1～#2



リターナブル梱包の量産対応に向け、製品の工場出荷～倉庫保管～現場出荷までの一連の工程の課題抽出のため、
ダイキン工業で最大物量を取り扱う草加事業所への視察を行った。

調査・分析事業における取り組み（2023年10月～）： 試作設計の要件確認
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

■視察概要
●日時： 1/20（金） 14:00-15:30
●場所： ダイキン 草加事業所 （東日本の物流拠点）

●出席者：
・高砂熱学工業： 晝間
・岐阜プラスチック工業： 野々村
・digglue： 池田、榑林
・ダイキン工業： 浅香、藤岡、下前
●実施内容：
・試作品の確認 （#0仕様、樹脂・擬木）

・梱包材の確認 （荷姿・梱包材の構造など）

・梱包材に求められる要件の確認

■視察結果
●リターナブル梱包の重量上限値を決定
・梱包材重量： 10kg以下

（ダイキン生産ラインでの荷扱い基準より）

●梱包材の必要耐荷重を決定
・必要耐荷重： F＝2,632kgf
・製品最大重量：427kg
・倉庫内保管段積み数：3段
・安全率：3倍

●材質の設計要件を決定
・耐腐食性： 屋外保管されても腐食しない/しにくい
・材料強度： 木材同等以上であること

●色の要件を決定
・黄緑～黄色より明るい色
・フォークリフトの視認性の良いこと
・生産ラインの光電センサーが検知できること

試作仕様 #1～#2



■試作仕様#0の結果を踏まえ、重量と視認性の課題を解決する試作仕様#1を再検討
■再生樹脂を活用可能な協力会社：岐阜プラスチック工業(株)と協業での試作を実施

調査・分析事業における取り組み（2023年10月～）： 試作設計の実施
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

■検討結果 （試作仕様 #1）

市場で流通している既存部材を活用しながら軽量化を図り、
廃材の物量とリサイクル性から使う材料を選定した。

●材料の色： 白、青、黒 （3種類の既製部材の組み合わせ）

①ベース素材（白）： 材質PP（TECCELL） 、厚み30㎜
②脚部（青）： 再生PP材、ベース素材と脚部は超音波溶着
③裏板（黒）： 材質PVC、脚部と裏板はリベットで固定

●重量： 10.6kg →0.6kgオーバー （許容範囲内）

■課題
●リサイクル材の比率向上
①と③はバージン材（再生材の配合難）
→建築現場廃材の有効利用の観点で改善の必要あり。

●強度
・超音波溶着部の接着強度の検証
・裏板の曲げ強度の検証
→トラック荷台上で製品を引きずるときに
溶着部が破損しないか

再生樹脂化

●色：全体的に黒色なので
薄暗い倉庫中での視認性が悪い

●重量： 18.7kg と非常に重い

試作仕様 #1

①ベース素材（白）：
（TECCELL（PP（バージン材）））

②脚部（青）：
（PP（再生材））

③裏板（黒）：
（PVC（バージン材））

試作仕様 #1

試作仕様 #0



■#1案よりも再生材比率を高めた仕様を検討した。
■2023年3月末に試作品が納入される予定。実物にて重量・強度等の検証を行う

調査・分析事業における取り組み（2023年10月～）： 試作設計の実施
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

試作仕様 #2

■検討結果 （試作仕様 #2）

①ベース素材： 再生材（TECCELL） 、厚み１0㎜
※バージン材（TECCELL）30mmからの変更

②脚部： →再生材（PP） ※試作仕様#1と変わらず

ベース素材・デッキボードと脚部は樹脂溶着で固定。
③デッキボード： 再生材（TECCELL） 、厚み１0㎜

※バージン材（PVC）からの変更

➔試作＃１案に対し、再生材の比率を増加させた

■課題： 未抽出、試作品を製造中。

●2023年3月末に納品予定
●重量確認・溶着強度・剛性等の検証を行う

①ベース素材（白）：
（TECCELL（PP（リサイクル材）））

②脚部（青）：
（PP（再生材））

③裏板（黒）：
（PP（バージン材））



■調査・分析事業では、以前の取り組み課題を踏まえて梱包材仕様の検討を行った
■検討した仕様より抽出した課題は、引き続き検証が必要

調査・分析事業における取り組み （2023年10月～）： まとめ
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2-5： マテリアルリサイクル化に向けた検討 （メーカー機材の梱包材循環(繰り返し利用)）

■今年度の活動内容
●建設現場で発生する廃棄物の削減と共に、マテリアルリサイクルによるCO2削減を狙うため、設備機器の梱包材循環に取り組んだ。
●物件対応でのトライアル結果の振り返りと物流工程視察を行い、課題抽出をした。
・設備機器生産ラインでの量産対応での課題を抽出
・ダイキン工業での最大物量を取り扱う草加事業所への視察を行い、実運用面での課題を抽出

●抽出した課題を元に設計要件を定義した
●定義した設計要件を元に、再生材料を使った再利用可能な梱包材の試作#１案を作成。
重量、視認性を改善した仕様案を立案できた。ただし、再生樹脂比率が低い。
●試作＃１案の課題を考慮し、再生樹脂比率を高めた仕様#2案の図面を作成。

■次年度に向けた課題
●運用面に必要な材料の強度・接着部の強度について、設計要件の定義が必要
●上記をクリアできる仕様を立案し、試作・実運用性の検証
●繰り返し使用限度の検証
●ダンボール梱包材、製品カバー等、リターナブル化の拡張。他製品への取り組み範囲の拡大。

木材 現行品 #0仕様 試作#1案 試作#2案

形状

100%木材 100%再生材料を使用 軽量化・視認性改善 再生材料比率向上



第3章： 次年度以降の展望 （実証事業）
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一連の活動における成果と課題を、以下の表に整理した。課題解決に向けたポイントは以下。

■マテリアルリサイクルの再製品化～運用までが成立するか■回収・マテリアルリサイクルの運用（採算）を確立できるか
■下記の変化点に対し、分別やデジタルの仕組みの運用が耐えうるか
●廃プラ種類の増加 ●排出量の増加 ●排出者の増加 ●排出拠点の増加 ●屋外での使用

令和4年度（調査・分析事業）の成果と課題
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3.1： 調査・分析事業の総括

活動項目 成果 （調査・分析事業） 課題 （実証事業以降）

現状のスコープにおける課題
（屋内/1拠点/室外機/1メーカー）

スコープ拡大に伴う課題
（屋外/多拠点/室外機以外/他企業・・）

①建設現場の廃プラスチックの
現状の実態把握

✓現物ベースで、廃棄されている
プラスチックの種類と材質を把握できた
（当初：16種類 →現在：約40種類）

✓上流（調達）にさかのぼった
廃プラスチックの種類・量の調査
（より網羅的かつ正確に把握するため）

✓施工現場における実態の把握

②デジタルを活用した
情報取得・可視化と
実装に向けた
課題の整理

a：廃プラスチックの
分別運用確立

✓マテリアルリサイクルが実施可能な
樹脂種類ごとの分別に変更
（PP/PE/PS/PVC/PETの5分類）

✓現場における分別運用の浸透が進む
（分別ルールの掲示・説明による間違い減少）

✓分別運用における課題を集約・把握
（分別違い・種類不明・BOXキャパが3大課題）

✓分別ルール更新・説明の継続
✓外部立入業者への分別運用徹底
✓樹脂種類判別の効率・精度向上
（樹脂種類判別センサーの導入）

✓回収・マテリアルリサイクルのルート確立
（再資源化のオペレーション・採算確立）

✓施工現場における
分別運用確立

b：デジタル活用による
情報取得の仕組み確立

✓IoT重量センサを設置し、
材質別の排出重量の測定が可能に

✓3ヶ月分の排出実績データを蓄積

✓排出重量の累計の集計自動化
✓デジタルプラットフォームとの連携
（現状は手動で集計・連携）

✓集計精度の向上（厳密化）
（重量・産廃処理費・CO2排出量について）

✓複数拠点の排出量可視化
✓大量な排出量への対応（耐荷重）
✓屋外への対応（耐候性・Wi-Fiなど）

③取得した廃棄情報の分析・シミュレーション ✓実績をもとに、年間のおよその排出量を
予測することが可能に

✓排出量の予測精度向上（データ蓄積を増やす）
✓データ利活用の用途拡大 （回収運搬ほか）

④マテリアルリサイクル化に向けた検討
（再製品化・利用）

✓リターナブル梱包材に求められる要件を
物流拠点の視察・ヒアリングなどで明確化
（重量・強度・リサイクル性・コストなど）

✓要件をもとに試作検討を繰り返し3案、
試作品を製作中

✓試作品による評価・設計FIX （Mサイズ）

✓リターナブル梱包材の実運用確立
（物流ライン・倉庫～納品～回収、運送コスト含め）

✓製造コストの低減 （金型では採算を取れない）

✓リサイクル性の向上
（材質の単一化・リサイクル材の配合比向上など）

✓室外機のサイズ拡大対応 （L/XLサイズ）

✓室外機以外への対応
✓他メーカーへの展開対応
✓その他のあらゆる再製品化
（リターナブル梱包材以外への
マテリアルリサイクル）



デジタルプラットフォーム
（排プラスチック情報の蓄積・可視化・利活用）

✓排出重量の累計の集計自動化 ✓デジタルプラットフォームとの連携 ✓集計精度の向上 ✓排出量の予測精度向上 ✓データ利活用の用途拡大

課題の全体像 ※現状のスコープ （屋内/1拠点/室外機/1メーカー）
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3.1： 調査・分析事業の総括

出荷

分別

組立・加工

解体・破砕 ペレタイズ 成形

製造 調達

回収

PP/PE/PS/
PVC/PET

その他廃プラ
梱包

（再生材ペレットの販売）

（施工現場へ）
リターナブル梱包材の返却

空調設備
（室内機/室外機ほか）

その他の
部材

リターナブル梱包材の納入

✓上流（調達・組立・加工）にさかのぼった
廃プラスチックの種類・量の調査

✓分別ルール更新・説明の継続
✓外部立入業者への分別運用徹底
✓樹脂種類判別の効率・精度向上

✓回収・マテリアルリサイクルのルート確立

フィジカル・デジタルともに、リサイクルチェーン全体に跨る課題解決アクションを実行していく

✓リターナブル梱包材の実運用確立

リターナブル梱包材の
✓試作評価・設計FIX
✓製造コストの低減
✓リサイクル性の向上

（サーマルリサイクル・焼却）

※候補業者



■まずは現状スコープの完遂 （T-Baseでの分別・回収運用の仕組み確立、室外機（Mサイズ）のリターナブル梱包材）

■スコープ拡大の方向性は、①屋外（施工現場） ②回収・破砕・ペレタイズ

令和5年度（実証事業）の対象範囲 （仮）
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3.2： 実証事業の計画

令和4年度 令和5年度 令和6年度以降

（調査・分析事業） （実証事業） （実装事業～）

期間 6か月 （１２カ月）

業界 建設業界 ＋自動車ほか製造業

企業（メーカー） 高砂熱学工業、ダイキン
＋他のゼネコン・サブコン
＋都内の製造業各社

場所

T-Base ＋施工現場
※（案）東京都の入札案件など

屋内 ＋屋外

1か所 ＋1か所 ＋n箇所

マテリアルリサイクル
プロセス

分別 ＋回収・破砕・ペレタイズ ＋再製品化への活用

デジタル活用
IoT重量センサ（Smartｍａt）

デジタルプラットフォーム（MateRe）
＋樹脂判別センサ

再製品化の検討
製品

リターナブル梱包材 ＋その他の製品
※調査検討のみ

室外機
（Mサイズ）

＋室外機（L/XL）
（＋室内機）

＋室内機

メーカー ダイキン製 ＋他メーカー



さまざまな展開の方向性があるため、拡大の戦略・優先度を検討のうえ進めたい

対象範囲の拡大方向性
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3.2： 実証事業の計画

建設
業界

デベロッパ （要検討）

ゼネコン （日建連経由）

サブコン

メーカー

その他の業界
（自動車・電機ほか
製造業）

（ヴェオリア・digglue経由）

■マテリアルリサイクルの範囲拡大 ■企業・業界の範囲拡大

リターナブル
梱包材

室外機
現状

（Mサイズ）

L/XL
サイズ

室内機

パレット

プラスチックかご

アップサイクル
デザイン製品

：

屋内
（T-Base）

PP

PE

PS

PVC

PET

屋外
（施工現場）

カラーコーン

カラーバー

：

その他
（他社より）

岐阜
プラスチック
工業

現状

ヴェオリア

：

●INPUT （再生プラスチックの調達元） ●OUTPUT （再製品化の用途）



まずは令和5年度の前半で現状スコープの完遂、徐々にスコープ拡大に向けた動きも取っていく。

令和5年度（実証事業）のスケジュール ※仮案、正式には来年度の実施計画書で提示
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3.2： 実証事業の計画

2023年度 （令和5年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

フェーズ 提案・審査 実証事業

マイルストーン 主要イベント ▼キックオフ 報告書提出▼

定例ミーティング ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

タスク 現状
スコープ

①建設現場の廃プラスチックの現状の実態把握

②デジタルを活用した
情報取得・可視化と
実装に向けて課題の整理

a：廃プラスチックの
分別運用確立

b：デジタル活用による
情報取得の仕組み確立

③取得した廃棄情報の分析・シミュレーション

④マテリアルリサイクル化に
向けた検討

●共通

スコープ
拡大

施工現場への拡大

その他の拡大 ※仮日程

上流（調達）にさかのぼった廃プラの種類・量の調査

外部立入業者への分別運用徹底

樹脂種類判別の効率・精度向上 （樹脂種類判別センサーの導入）

回収・マテリアルリサイクルのルート確立 （再資源化のオペレーション・採算確立）

排出重量の累計の集計自動化・デジタルプラットフォームとの連携

集計精度の向上 （重量・産廃処理費・CO2排出量について）

試作品による評価・設計FIX （Mサイズ）

リターナブル梱包材の実運用確立 （物流ライン・倉庫～納品～回収、運送コスト含め）

製造コスト低減・リサイクル性向上の検討 （材質の単一化・リサイクル材の配合比向上など）

報告書作成

建設業界の他社への拡大の動きの検討

他の業界への拡大の動きの検討 （製造業（自動車・電機ほか））

室外機のサイズ拡大対応 （L/XLサイズ）

Now

データ分析・利活用の用途拡大

施工現場における実態の把握

分別ルール更新・説明の継続

排出データ蓄積

施工現場へのデジタル活用に向けた課題解決検討 （複数拠点・大量・屋外）対象現場の選定

その他のあらゆる再製品化（リターナブル梱包材以外へのマテリアルリサイクル）

室内機への拡大検討

スコープ拡大の戦略・優先度検討



Appendix：参考資料
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課題一覧 （1/3ページ）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

№日付 排出物分類 事象分類 事象 詳細・補足説明 対策 進捗

1 2022/12/15 PP ①分別違い 緑のバンドが混在 PETで分類する 済

2 2022/12/15 PP ①分別違い 塩ビ管が混在 PVCで分類する 済

3 2022/12/15 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

4 2022/12/15 PP ①分別違い 袋が混在 PEで分類する 済

5 2022/12/15全般 ②材質不明 梱包材（プチプチ）の分類が不明 PEで分類する 済

6 2022/12/15全般 ②材質不明 ブルーシートの分類が不明 PEで分類する 済

7 2022/12/15全般 ②材質不明 防炎シートの分類が不明

PE+塩ビ加工。
塩ビを分けないとマテリアル・
サーマルリサイクルともに不可能

その他廃プラで分類する 済

8 2022/12/15全般 ②材質不明 PE繊維補強ホースの分類が不明 その他廃プラで分類する 済

9 2022/12/15全般 ②材質不明 テープのボディ部分の分類が不明 PPで分類する 済

10 2022/12/15全般 ②材質不明 ナイロン製フックの材質が不明 PPで分類する 済

11 2022/12/15全般 ②材質不明 白いキャップの材質が不明 PPで分類する 済

12 2022/12/15全般 ②材質不明 透明のキャプの材質が不明 PPで分類する 済

13 2022/12/15全般 ②材質不明 プラ網の材質が不明 PPで分類する 済

14 2022/12/15全般 ②材質不明 ソケットのケースの材質が不明 PPで分類する 済

15 2022/12/15全般 ②材質不明 黒いケースの材質が不明 その他廃プラで分類する 済

16 2022/12/19 PE ①分別違い 黒いバンドが混在 PPで分類する 済

17 2022/12/19 PET
④分別ボックス
サイズ不足

ゴミ箱のキャパシティに課題あり ボックス大を購入予定 仕掛

18 2022/12/19その他 ①分別違い 黒いバンドが混在 PPで分類する 済

19 2022/12/19全般 ②材質不明 油性ペンの分類が不明
本体部分はその他廃プラ、
キャップはPPで分類する

済

20 2022/12/19全般 ②材質不明 ダンプラの分類が不明 おそらくPP 仕掛

21 2022/12/19全般 その他 業者（他社）への分類の周知方法が不明 一旦凡例をボックスに貼付し、経過観察 仕掛

22 2022/12/19全般 ③測定精度 12/13(火)、PET、PVCが一日の間で不自然に増減している
①担当者がボックスをマットに乗せ忘れる
②ボックスをマットに乗せなおす
③複数回計測ボタンを押下

済



課題一覧 （2/3ページ）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

№日付 排出物分類 事象分類 事象 詳細・補足説明 対策 進捗

23 2022/12/26 PP ①分別違い 黄色い発泡した素材が混在 仕掛

24 2022/12/26 PP ①分別違い 業務用ラップが混在 PEで分類する 済

25 2022/12/26 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

26 2022/12/26 PS ①分別違い 業務用ラップが混在 PEで分類する 済

27 2022/12/26 PS ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

28 2022/12/26 PS ①分別違い のり付きの袋が混在 その他廃プラで分類する 済

29 2022/12/26 PS ①分別違い スズランテープが混在 PEで分類する 済

30 2022/12/26 PET ①分別違い テープのボディ部分が混在 PEで分類する 済

31 2022/12/26 PET ①分別違い 容器包装が混在 PSで分類する 済

32 2022/12/26 全般 ③測定精度 12/23(金)、PEが急増している
ファンコイルユニットを大量に搬入し、
包装用ビニルを排出したため

済

33 2022/12/26 全般 ②材質不明 ゴムの分類が不明 仕掛

34 2022/12/26 その他
④分別ボックス
サイズ不足

ゴミ箱のキャパシティに課題あり ボックス大を購入予定 仕掛

35 2022/12/26 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

36 2022/1/11 全般 ③測定精度 1/11(水)～2/16(木)にかけてPVCが不自然に増減している スマートマットの誤計測と考えられる 仕掛

37 2022/1/12 PP ①分別違い 梱包材が混在 PEで分類する 済

38 2022/1/12 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

39 2022/1/16 PE ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

40 2023/1/23 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

41 2023/1/23 PS ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

42 2023/1/23 PE ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

43 2023/1/23 PVC ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

44 2023/1/23 全般 ②材質不明 架橋PEの分類が不明 防炎加工が施されている その他廃プラで分類する 済



課題一覧 （3/3ページ）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

№日付 排出物分類 事象分類 事象 詳細・補足説明 対策 進捗

45 2023/1/30 PP ①分別違い 架橋PEが混在 その他廃プラで分類する 済

46 2023/1/30 PP ①分別違い 紙が混在 その他廃プラで分類する 済

47 2023/1/30 PE ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

48 2023/1/30 PE ①分別違い 紙が混在 その他廃プラで分類する 済

49 2023/1/30 PE ①分別違い キャップが混在 PPで分類する 済

50 2023/1/30 PET ①分別違い PPバンドが混在 PETバンドと混同したと考えられる PPで分類する 済

51 2023/2/6 PP ①分別違い PETバンドが混在 PPバンドと混同したと考えられる PETで分類する 済

52 2023/2/6 PE ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

53 2023/2/6全般 その他
分類不明ボックスの内容物が
他のボックスに移動されていた

分類不明ボックスの取扱について周知ができておらず
現場担当者により分類されていた

分類不明ボックスに以下のような説明書を添付
・分類不明の排出物は分類不明ボックスに入れる。
・digglueの担当者が分類不明ボックスから
他のボックスに移す。

済

54 2023/2/13 PE ①分別違い テープが大量に混在

梱包用の袋がテープできつく巻かれて排出されている。
巻かずに排出することは可能か。
➡対策はしていないが、これ以降この課題は確認されず。

仕掛

55 2023/2/13 PP ①分別違い 防炎シートが混在 その他廃プラで分類する 済

56 2023/2/13 PS ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

57 2023/2/20 PP ①分別違い テープが混在 その他廃プラで分類する 済

58 2023/2/20 PP ①分別違い テプラのボディ部分が混在 その他廃プラで分類する 済

59 2023/2/20 PE ①分別違い PPバンドが混在 済

60 2023/2/20全般 ②材質不明 ゴム板の材質が不明 仕掛

61 2023/2/20全般 ③測定精度 排出量グラフの誤計測があり
排出量の集計方法を要修正
旧）前日比の増加分を累計
※誤計測や分別違いもカウントしてしまう

新）回収日（smartmat cloudの
グラフの山の部分）の重量を加算

仕掛

62 2023/2/27 PE ①分別違い のり付きのビニルが混在 その他廃プラで分類する 済

63 2023/2/27全般 ②材質不明 プラ紐の分類方法が不明 PPで分類 済

64 2023/3/6 PP ①分別違い 袋が混在 PEで分類 済

65 2023/3/6 PP ①分別違い 異材が混在 その他廃プラで分類 済

66 2023/3/6 PE ①分別違い のり付きのビニルが混在 その他廃プラで分類する 済



定期フォロー実績
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

2022/12/15（木）～2023/3/6（月）の約3か月間で、計12回の分別運用フォローを実施。

訪問日

No. 年 月 日 担当者 トピック

1

2022 12

15 池田、榑林 PETバンドをPPと誤認するケースを多く確認。新種は10種排出。

2 19 池田、榑林 異物・新種ともに大幅に減少。PETのボックスの容量に課題あり。

3 26 榑林 PPの異物が多い傾向。分類不明の新種が排出。

4 2023

1

12 池田、榑林 養生テープがPPに大量に混在。分類先不明の新種が多数。

5 16 榑林 梱包材がテープできつく巻かれた状態で約30個排出。剥がす作業時間は1個あたり1分。

6 23 榑林 架橋PEが新種として排出。ただし、防火加工のためリサイクル不可。

7 30 榑林 PETにPPバンドが大量に混在。PETバンドと混同したと考えられる。

8

2

6 榑林 PP・PSに分類不明ボックスの内容物が混在。
分類不明ボックスの取扱を周知していないことが原因と考えられる。

9 13 池田、榑林 PE袋がテープできつく巻かれた状態で大量に排出。

10 20 榑林 異物が大幅に減少。新種のゴム板は分類先を検討中。

11 27 榑林 前回同様 異物は少なめ。PEのテープ類は無し。

12 3 6 榑林 PEとして排出されたラップにのりが多く付着しているためその他排廃プラとして分類。



定期フォロー#１： 2022/12/15（木）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PETバンドをPPと誤認するケースを多く確認。新種は10種排出。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

袋
PETバンド
テープ

分類先

PE
PET
その他廃プラ

新種

フック

分類先

PP

ボックス名

変化
なし

異物
なし

キャップ PP

ソケットの
ケース

PP

テープの
ボディ

PP

架橋PE PP

架橋PE その他廃プラ

ほか4種



定期フォロー#2： 2022/12/19（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

異物・新種ともに大幅に減少。PETのボックスの容量に課題あり。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

テープ

分類先

ラップ

その他廃プラ

PE

ボックス名

異物
なし

変化
なし

異物
なし

新種

ダンプラ？

分類先

分類不明



定期フォロー#3： 2022/12/26（月）

56

Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PPの異物が多い傾向。分類不明の新種が排出。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

ラップ
テープ
防炎シート

-

分類先

その他廃プラ
その他廃プラ
その他廃プラ

新種

発泡素材

ゴム

分類先

分類不明

分類不明

ボックス名

変化
なし

異物
なし

異物
なし

テープの
ボディ

PP

変化
なし



定期フォロー#4： 2023/1/12（木）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

養生テープがPPに大量に混在。分類先不明の新種が多数。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

梱包材
テープ

テープ

分類先

PE
その他廃プラ

その他廃プラ

ボックス名 新種 分類先

変化
なし

異物
なし



定期フォロー#5： 2023/1/16（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

梱包材がテープできつく巻かれた状態で約30個排出。剥がす作業時間は1個あたり1分

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

テープ

分類先

その他廃プラ

ボックス名 新種 分類先

変化
なし

異物
なし

変化
なし

異物
なし



定期フォロー#6： 2023/1/23（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

架橋PEが新種として排出。ただし、防火加工のためリサイクル不可。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

架橋PE(新種)

架橋PE(新種)
テープ
紙

分類先

その他廃プラ

その他廃プラ
その他廃プラ
廃棄物

PE
その他廃プラ

その他廃プラ

新種

架橋PE

分類先

その他廃プラ

ボックス名

袋
異材

テープ

変化
なし

異物
なし

異物
なし



定期フォロー#7： 2023/1/30（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PETにPPバンドが大量に混在。PETバンドと混同したと考えられる。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

架橋PE
紙

キャップ
テープ
紙

PPバンド

分類先

その他廃プラ
廃棄物

PP
その他廃プラ
廃棄物

PP

新種 分類先ボックス名

変化
なし

異物
なし

変化
なし

異物
なし



定期フォロー#8： 2023/2/6（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PP・PSに分類不明ボックスの内容物が混在。 ➔分類不明の取扱を周知していないことが原因。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After

-

異物

PETバンド
ホース
ゴムキャップ
名称不明(異材?)

PPバンド
養生テープ

容器包装-

分類先

名称不明(発泡)

PET
分類不明
分類不明
分類不明

PP
その他廃プラ

分類不明

PP

新種

バンド

分類先

PP

ボックス名

変化
なし

異物
なし



定期フォロー#9： 2023/2/13（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PE袋がテープできつく巻かれた状態で大量に排出。

PP

PE

PS

PET

PVC

その他
廃プラ

Before After 異物

防炎シート

テープ

分類先

テープ

その他廃プラ

その他廃プラ

その他廃プラ

新種 分類先ボックス名

変化
なし

異物
なし



定期フォロー#１0： 2023/2/20（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

異物が大幅に減少。新種のゴム板は分類先を検討中。

PP

PE

PS

PET

その他
廃プラ

Before After 異物

テープ

分類先

その他廃プラ

新種 分類先ボックス名

ゴム板 分類不明

PVC

テプラ本体 その他廃プラ

変化
なし

-

異物
なし



定期フォロー#１1： 2023/2/27（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

前回同様 異物は少なめ。PEのテープ類は無し。

PP

PE

PS

PET

その他
廃プラ

Before After 異物

テープ

分類先

その他廃プラ

新種 分類先ボックス名

折り畳み
ボックス

PP

PVC

変化
なし

異物
なし

よりひも PP

ケース PP



定期フォロー#１2： 2023/3/6（月）
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Appendix / 2.3：デジタルを活用した情報取得・可視化と実装に向けた課題整理

PEとして排出されたラップにのりが多く付着しているためその他排廃プラとして分類。

PP

PE

PS

PET

その他
廃プラ

Before After 異物

袋
保温材

分類先

PE
その他廃プラ

ボックス名

PVC

変化
なし

-

-

-

-

異物
なし

のり付き
ラップ

その他廃プラ

新種 分類先



以上
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